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第3 章

目指す姿



●循環型社会の大切さを誰もが意識し、３Rや

食品ロスを減らす取組を日々の暮らしの中

で実践しています。

●家庭や事業所から出されるごみは、ルール

に沿って、リサイクルなどの処理が、きちん

となされています。

●廃棄物の不法投棄や不適正処理が未然に

防止され、地域の環境美化活動も活発に行

われています。また、災害時に備えた廃棄物

の処理体制も整っています。

　2050年温室効果ガス排出実質ゼロに向け

た取組が進み、「地球温暖化のリスクを誰もが

理解し、温室効果ガスの排出をできるだけ抑

えた地球環境に優しい生活スタイル が人々の

間に定着している社会」を目指します。

●地域資源を活かした新エネルギーの導入が

進み、エリア内でのエネルギー循環や災害

時・緊急時の備えなど、生活や地域に根ざし

た形で普及しています。

●家庭や事業所等では、省エネルギー型の設

備や機器が普及し、また、移動の場面におい

ても、スマートな交通手段への転換が図られ

ています。

●県民の間で環境を守る意識が高まり、賢い

選択によるライフスタイル・ビジネススタイ

ルが定着しています。
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　県では、これまで、「より良い環境に恵まれ

た持続可能な社会」を目指し、県民、 NPO、事

業者、行政等のあらゆる主体が、認識の共有

を図りながら、参加と協働の下で、環境保全の

取組を進めてきました。 

　本計画においても、こうした考え方を踏襲

し、長期的な視点としての目標年次である令

和22（2040）年頃の姿について次のとおり定

め、これを目指すこととします。
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目指す姿

目指す将来の姿1

そして、それが達成された将来の姿を、 

●気候変動対策が進んでいる社会

●資源循環の仕組みが構築された社会

●安全・安心な生活環境に囲まれた社会

●自然と共生した社会

●環境保全と経済発展が両立し、一人ひとりの意識や関わりのもと、

　誰もがより良い環境で暮らす社会

として、その具体的なイメージを描きます。 

 より良い環境に恵まれた持続可能な社会

～ 山から海まで 豊かな岡山を 次世代へ ～  

＜目指す姿＞

（１）気候変動対策が進んでいる社会

　「限りある資源を大切にする意識や取組が

浸透し、街や海・山が、ごみのないきれいな状

態に保たれている社会」を目指します。 

（2）資源循環の仕組みが構築された社会

目指す姿の具体的なイメージ2




